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■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等
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■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

　　　鉄板敷き状況
Phase5(施工）

　　　敷き込み完了

検討時期 部位・種別 着眼点
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

効果 職種

特　許
国交省ＮＥＴＩＳ　登録工法
登録番号　ＫＴ－１０００５３

メーカー等 積水マテリアルソリューションズ株式会社

備　考

再生プラスチックブロック（プラロード）を路盤材として用い、上部に鉄板を敷き
詰めた仮設道路工法。
従来、山砂・砕石などの盛土と鉄板敷きからなる仮設道路の代替えとして採
用可能。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【工期】
・路盤材の敷き込みおよび撤去作業が容易で工期短縮となる。
【施工】
・軽量で簡単な構造であり、人力の施工が可能である。
・地盤への異物混入がなく、重機による整形が不要である。
・現状復旧が容易である。
【安全】
・鉄板を敷くことで、車輌（ラフタークレーン・ポンプ車・生コン車）の走行が可能
となる。
【環境】
・重機の使用削減になる。
・リサイクル材料を使用した再生プラスチックブロックからなり、再利用が可能
である。

適用条件
水田や畑地などの平地。許容荷重は80kN/㎡の範囲内で、長期荷重時の許
容荷重は40kN/㎡以下とする。　　　敷き込み状況
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